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ＤＭＲ無線システムの概要 

一般社団法人全国陸上無線協会 東北支部 



ＤＭＲ国際規格の特長① 



周波数運用効率を２倍に 

DMR国際規格の大きな特長の1つは、12.5kHz狭帯域一波で同時に2つの独立した通
信を可能にします。  

DMR標準規格では、時分割多重アクセス（TDMA）方式により、12.5kHz帯域幅はその
ままで、それを2つの時間枠（タイム・スロット）に交互に振り分けます。個々のタイム・
スロットにおいて、別々の通信をすることが可能となり、あたかも隣接6.25kHz帯域幅
で2チャンネル運用しているのと同等の効果が得られ、周波数の運用効率が倍になり
ます。 

使用する電波は、アナログの12.5kHz一波と全く変わりはありません。 
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ＤＭＲ国際規格の特長② 
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基地局装置の工事も簡潔・安価 

DMR国際規格のもう一つの長所は、2チャンネル運用をしようとした場合、1台のリピー
タ、1本のアンテナとデュープレクサー装備だけで、運用が可能となります。 

6.25kHz SCPC方式など、他の方式ではリピータ2台の装備はもちろん、その他高価な
コンバイナー等が必要となり、基地局装置が嵩みます。 

DMR国際規格は、より安価な投資金額で、２チャンネル通信システムを構築すること
が可能となります。 



ＸＰＴデジタルトランキングシステム① 
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 地域振興用システムのデジタル化に関しては、ＸＰＴ（Extended Pseudo Trunk）デジタル
トランキングシステムが最適と考えます。 
【特長】 

 ・ 占有コントロールチャンネル不要⇒全ての通信スロットを通話回線として利用可 
 ・ 大きな収容キャパシティ⇒１システムあたり最大65535局の登録設定可能 
 ・ シンプルな設計・機器構成⇒保守メンテナンスなどのランニングコスト低減実現 
 

ＸＰＴシステムの機器構成 
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ＸＰＴデジタルトランキングシステム② 

 ＸＰＴデジタルトランキングシステム運用イメージ 

 
ＸＰＴトランキング・プロトコル 
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ＸＰＴデジタルトランキングシステム③ 

 
 
 

 フリーリピータへの切り替え基準 



ＤＭＲ無線システム基地局の仕様 

 項目 諸元 

通信方式 1周波単信方式、2周波単信方式 

電波の形式 ※１ アナログ方式：F2D、F3E 
デジタル方式：F7D、F7E 

周波数切替方式 フリーリピータ方式 

送信周波数範囲 350－400MHz 

チャネル間隔 12.5kHz 

空中線電力 ※１ 5－50W（基地局） 

占有周波数帯幅の許
容値 

7.6KHz 
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